
第１９６号

２０２６年
７月１日

－１－

神金公民館では，毎月第４水曜日に絵手紙学級が活動しています。参加者が和

気あいあいの雰囲気の中で，季節に合わせた題材をもとに制作活動を楽しんでい

ます。できあがった作品は，公民館１階ホールに展示してあります。

関東甲信越地方は，平年並みの６月７日ごろ梅雨入りとなったとみられると発

表がありました。その後，春からエルニーニョ現象が発生しているとみられ、今

後、秋にかけてもエルニーニョ現象が続き，「スーパーエルニーニョ」となる可

能性が高まっているとの発表もありました。

以前は，「エルニーニョ現象が発生すると冷夏になる」と言われていました

が，ここのところの地球温暖化等の影響が勝り，今年も記録的な高温になる可能

性が高いとのことです。

神金地区でも昨年より一週間ほど早く，モモやスモモの収穫時期が始まりまし

た。収穫期となり農家の方々は忙しい毎日となりますが，暑さ対策をしながら少

しでも多くの果実が出荷できるようにがんばっていただきたいと願っています。



－２－

６月１４日，大石早生の出荷目合わせが第１共選所にて開催され９０人ほど

の生産者が参加しました。志村生産部長からは，「出荷作業は，一連の果樹栽

培の仕上げとなるので，最後までがんばっていただきたい。」と挨拶がありま

した。その後，販売担当から販売状況について，指導員から出荷要項について

説明があり，生産者が確認していました。


